
だ
っ
た
。
そ
う
し
た
中
、《
復
活
》
の
第
１

楽
章
は
、
前
作
第
１
番
《
巨
人
》
を
完
成
し
、

ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
歌
劇
場
の
指
揮
者
か
ら
ブ

ダ
ペ
ス
ト
王
立
歌
劇
場
の
音
楽
監
督
に
変

わ
っ
た
１
８
８
８
年
、
交
響
詩
《
葬
礼
》
と

し
て
作
曲
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
そ
の

ま
ま
留
め
置
か
れ
た
。
１
８
９
１
年
、
マ
ー

ラ
ー
は
ハ
ン
ブ
ル
ク
市
立
歌
劇
場
の
首
席

指
揮
者
に
就
任
。
１
８
９
３
年
か
ら
は
ザ

ル
ツ
ブ
ル
ク
近
く
の
シ
ュ
タ
イ
ン
バ
ッ
ハ
で

夏
を
過
ご
し
、
創
作
に
集
中
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
そ
こ
で
彼
は
《
葬
礼
》
の
交
響
曲

《復活》を演奏する高関健指揮東京シティ・フィルと東京シティ・フィル・コーア
（3月31日、サントリーホール　©K.Miura）

新宿文化センターのリニューアルを記念して《復活》を演奏するバッティストーニ指揮東京フィル。
合唱は新宿文化センター合唱団　（3月22日、提供：新宿文化センター）

《復活》の自筆譜
1892年のマーラー

　

グ
ス
タ
フ
・
マ
ー
ラ
ー（
１
８
６
０
〜
１

９
１
１
）
は
、《
大
地
の
歌
》
を
含
め
て
11

の
交
響
曲
を
作
曲
し
た
。
そ
こ
に
は
、
声

楽
の
導
入
、
多
楽
章
化
と
長
大
化
、
様
々
な

打
楽
器
や
新
楽
器
を
使
用
し
た
超
巨
大
編

成
等
を
特
徴
と
す
る
交
響
曲
の
枠
を
超
え

た
作
品
が
並
ん
で
い
る
。
第
2
番
《
復
活
》

は
、
こ
れ
ら
の
要
素
を
す
べ
て
備
え
た
最

初
の
大
作
で
あ
る
。

　

ま
た
マ
ー
ラ
ー
の
交
響
曲
は
、
最
終
的

に
４
楽
章
の
器
楽
曲
と
な
っ
た
第
１
番
、

ド
イ
ツ
の
民
謡
詩
集
に
基
づ
く
歌
曲
集《
こ

ど
も
の
不
思
議
な
角
笛
》
に
関
連
し
た
声

楽
付
き
の
第
２
～
４
番
、
純
粋
器
楽
曲
の

第
５
～
７
番
、
声
楽
を
前
面
に
立
て
た
第

８
番
と
《
大
地
の
歌
》、
再
び
純
粋
器
楽
に

戻
っ
た
第
９
番
と
第
10
番
に
グ
ル
ー
プ
分

け
で
き
る
。
す
な
わ
ち
《
復
活
》
は
、
２
番

目
に
あ
た
る
《
角
笛
交
響
曲
》
の
第
１
弾

で
も
あ
る
。

ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
葬
儀
で
衝
撃

　

存
命
時
の
マ
ー
ラ
ー
は
、
欧
州
各
地
の

歌
劇
場
で
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
だ
名
指
揮
者

で
あ
り
、
創
作
面
で
は
〝
夏
休
み
作
曲
家
〟

化
を
企
図
。
ま
ず
同
曲
を
改
訂
し
て
第
１

楽
章
と
し
、
続
く
楽
章
も
次
々
に
作
曲
さ

れ
て
い
っ
た
。

　

だ
が
合
唱
の
導
入
を
決
め
て
い
た
終
楽

章
に
合
う
歌
詞
が
見
つ
か
ら
な
い
。
そ
ん

な
折
り
の
１
８
９
４
年
春
、
ハ
ン
ブ
ル
ク

の
上
司
に
あ
た
る
大
指
揮
者
ハ
ン
ス
・
フ

ォ
ン
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
葬
儀
が
教
会
で
行

わ
れ
た
。
マ
ー
ラ
ー
は
そ
の
場
で
ド
イ
ツ

「生と死」ドラマティックに
マーラーの
　交響曲第２番《復活》
声楽やバンダで奥深い演奏効果
　　超巨大編成による交響曲の幕開け

の
宗
教
詩
人
ク
ロ
プ
シ
ュ
ト
ッ
ク
（
１
７

２
４
〜
１
８
０
３
）の
詞
に
よ
る
賛
歌
《
復

活
》
を
聴
い
て
衝
撃
を
受
け
る
。
そ
し
て

こ
の
歌
詞
の
採
用
を
決
め
、
同
年
一
気
に

完
成
し
た
。

初
演
は
自
ら
の
タ
ク
ト
で

　

初
演
は
、
１
８
９
５
年
3
月
4
日
に
１

～
３
楽
章
、
12
月
13
日
に
全
曲
が
、
ベ
ル
リ
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ン
に
て
マ
ー
ラ
ー
自
身
が
指
揮
す
る
ベ
ル

リ
ン
・
フ
ィ
ル
（
自
費
で
雇
っ
た
と
い
う
）

に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

　

本
作
は
特
に
構
成
と
編
成
が
画
期
的
だ
。

一
般
的
な
交
響
曲
で
通
例
だ
っ
た
４
楽
章

で
は
な
く
５
楽
章
構
成
で
、
第
４
楽
章
に

は
ア
ル
ト
（
ま
た
は
メ
ゾ
・
ソ
プ
ラ
ノ
）
独

唱
、
第
５
楽
章
に
は
こ
れ
に
ソ
プ
ラ
ノ
独

唱
と
合
唱
が
加
わ
る
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は

特
殊
楽
器
を
含
む
概
ね
４
管
の
木
管
楽
器

に
多
数
の
金
管
楽
器
と
打
楽
器
、
さ
ら
に

は
オ
ル
ガ
ン
を
加
え
た
超
大
編
成
で
、
第

５
楽
章
で
は
バ
ン
ダ
＝
舞
台
裏
の
別
動
隊

も
参
加
す
る
。

　

曲
は
「
生
と
死
」
が
テ
ー
マ
と
み
な
さ

れ
る
。
つ
ま
り
「〝
復
活
〟
あ
る
ゆ
え
に
死

は
消
滅
で
は
な
い
」
を
語
る
内
容
だ
。
た

だ
し
《
復
活
》
の
題
名
は
ど
こ
に
も
記
さ

れ
て
い
な
い
の
で
、「
巨
大
な
幻
想
曲
」
や

「
暗
か
ら
明
へ
至
る
感
動
的
な
音
楽
」
と
と

る
こ
と
も
可
能
。
全
体
に
劇
的
な
展
開
が

聴
き
ど
こ
ろ
と
な
る
。

葬
礼
、青
春
、嫌
悪
…
そ
し
て

　

 

第
１
楽
章
（
ア
レ
グ
ロ
・マ
エ
ス
ト
ー
ソ
、

ま
じ
め
で
荘
厳
な
表
情
で
一
貫
し
て
）
は
、

マ
ー
ラ
ー
が
「
英
雄
の
葬
礼
」「
生
と
死
に

ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の
か
を
問
う
」
な
ど

と
説
明
し
た
楽
章
。
冒
頭
の
低
弦
に
よ
る

第
１
主
題
を
は
じ
め
と
す
る
戦
闘
的
な
楽

想
の
中
に
、
祈
り
の
よ
う
な
第
２
主
題
が

織
り
込
ま
れ
る
。
劇
的
な
変
化
と
高
揚
時

の
迫
力
が
主
な
聴
き
ど
こ
ろ
。
な
お
ス
コ

ア
に
は
「
こ
の
あ
と
少
な
く
と
も
５
分
の

休
み
を
置
く
こ
と
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
を
重
視
す
る
ケ
ー
ス
も
無
視
す
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
。

　

第
２
楽
章
（
ア
ン
ダ
ン
テ
・
モ
デ
ラ
ー

ト
、き
わ
め
て
気
楽
に
、決
し
て
急
が
ず
に
）

は
、「
青
春
時
代
の
幸
福
な
追
憶
」
な
ど

と
説
明
さ
れ
た
、
メ
ル
ヘ
ン
的
で
柔
和
な

楽
章
。
童
謡
風
の
素
朴
な
主
題
の
部
分
に
、

細
か
く
動
く
旋
律
の
部
分
が
２
度
挟
ま
れ

る
。
第
１
楽
章
と
の
対
比
や
美
し
い
旋
律

が
聴
き
も
の
。

　

第
３
楽
章
（
穏
や
か
に
流
れ
る
よ
う
な

動
き
で
）
は
、「
嫌
悪
が
彼
を
捉
え
、
絶
望

の
悲
鳴
を
あ
げ
る
よ
う
な
幻
影
」
と
説
明

さ
れ
た
、
ワ
ル
ツ
・
テ
ン
ポ
の
ス
ケ
ル
ツ
ォ

楽
章
。
歌
曲
集
《
こ
ど
も
の
不
思
議
な
角

笛
》
の
《
魚
に
説
教
を
す
る
パ
ド
ヴ
ァ
の
聖

ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
》
と
同
じ
素
材
が
用
い
ら
れ

て
い
る
こ
と
で
名
高
い
。

　

第
４
楽
章
「
原
光
」（
き
わ
め
て
荘
厳
に
、

し
か
し
簡
潔
に
）
は
、
ア
ル
ト
独
唱
で
《
こ

ど
も
の
不
思
議
な
角
笛
》
の
「
原
光
」（
神

に
与
え
ら
れ
た
「
お
お
も
と
の
光
」
の
意
）

が
歌
わ
れ
る
静
謐
な
楽
章
。

「
よ
み
が
え
り
」
と
最
後
の
審
判

オ
ル
ガ
ン
、鐘
も
加
わ
る
壮
大
な
終
結

　

第
５
楽
章
（
ス
ケ
ル
ツ
ォ
の
テ
ン
ポ
で
、

荒
々
し
く
進
行
し
て
）
は
、「
よ
み
が
え
る

た
め
に
私
は
死
ぬ
＝
復
活
」
が
語
ら
れ
る

長
大
な
楽
章
。
前
半
は
、
衝
撃
（
最
後
の

審
判
）
で
始
ま
る
管
弦
楽
の
激
震
部
分
で
、

舞
台
裏
の
バ
ン
ダ
も
活
躍
す
る
。
一
旦
静

ま
っ
た
後
半
に
合
唱
が
登
場
し
て
「
復
活
」

を
歌
い
出
し
、
２
人
の
独
唱
も
加
わ
っ
て

徐
々
に
高
揚
。
オ
ル
ガ
ン
や
鐘
も
参
加
す

る
壮
大
な
終
結
へ
と
至
る
。
前
半
の
多
彩

な
管
弦
楽
、
終
盤
の
感
動
的
な
盛
り
上
が

り
が
主
な
聴
き
ど
こ
ろ
。
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